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ト
レ
ル
チ
と
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
社
会
哲
学

　
　
　
　
　
　
ー
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
の
関
連
に
注
目
し
て
ー
　
：
：
：
…
…
高

　
ト
レ
ル
チ
と
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
フ
ラ
ン
ク
…
…
…
…
…
：
…
・
…
安

　
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
生
の
次
元
論
に
お
け
る
一
問
題
ー
統
1
概
念
の
周
辺
ー
今

　
シ

ュ

ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
の
『
信
仰
論
』
に
お
け
る
罪
理
解
…
…
帆

　
ひ

と
り
立
つ
人
格
と
真
の
交
わ
り

　
　
　
　
　
　ー
キ
p
ケ
ゴ
－
－
ル
の
「
単
独
者
」
の
思
想
を
媒
介
と
し
て
－
…
原

講
　
演

苅井酸野
　尚敏晃
猛生眞兆

六　　四　　二
→＝s　　七　　　一　　　一

田

博

充

…
八
九

　
真
理
の
多
形
性
ー
ド
イ
ッ
文
化
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
今
日
的
意
義
に
つ
い
て
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
グ
ラ
ー
フ
…

研
究
ノ
ー
ト

　
表
現
主
義
と
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
視
覚
芸
術
論
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
川
桐
信
彦
…

　
伝
記
的
記
述
の
客
観
性
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

I
E
・
プ
ッ
シ
ュ
『
K
・
バ
ル
ト
の
生
涯
』
を
め
ぐ
っ
て
ー
…
小
川
圭
治
…

森
田
雄
三
郎
氏
の
逝
去
を
悼
む
・
…
…
・
…
…
…
…
・
…
・
…
…
・
…
…
…
・
高
　
野
　
晃
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彙
　
　
報

二
〇
〇
〇
年
度
基
督
教
学
専
修
講
義
題
目

片
柳
栄
一
　
教
授

芦
名

定

道

助
教
授

特講
殊義講
義

演
習

特
殊
講
義

演
習

「
キ
リ
ス
ト
教
学
概
論
」

r〈
隠
れ
た
る
神
〉
の
思
想
に
つ
い

て
」「A

u
g
u
s
t
i
n
u
s
：
　
D
e
　
t
r
i
n
i
t
a
t
e
」

rキ
リ
ス
ト
教
思
想
に
お
け
る
〈
自

然
〉
の
問
い
」

「
F
．
S
c
h
l
e
i
e
r
m
a
c
h
e
r
，
　
D
e
r

6
h
r
i
s
t
l
i
c
h
e
　
G
l
a
u
b
e
，
　
1
8
3
0
＼
3
1
　
J

片
柳
栄
一
教
授
・
芦
名
定
道
助
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　

演
習
　
　
　
「
キ
リ
ス
ト
教
学
の
諸
問
題
」

林
　

忠

良
　
講
師
　
特
殊
講
義
　
「
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
〈
自
己
〉
の
概

宮
庄
哲
夫
講
師
演
習

竹

田
文
彦
講
師
講
読

勝

村

弘

也

講

師
語
学

念
」rル

タ
ー
の
社
会
思
想
」

「

E
v
a
n
g
e
l
i
u
m
　
s
e
c
u
n
d
u
m

M
a
r
c
u
m
」

「
ヘ
ブ

ラ
イ
語
文
法
と
創
世
記
講

読
」

一
九
九
九
年
度
論
文
題
目

修
士
論
文

　

川
桐
信
彦
「
表
現
主
義
と
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
視
覚
芸
術
論
」

二
〇
〇
〇
年
度
公
開
講
演
会

　

F
・
W
’
グ
ラ
ー
フ
教
授
（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
、
五
月
一
八
日
）

　
　
　
　
　
　
　
「
真
理
の
多
形
性
ー
ド
イ
ツ
文
化
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

　
　
　
　
　
　
　

テ
ィ
ズ
ム
の
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
意
義
に
つ
い
て
－
」

一
五
九



　
　
　
第
一
号
目
次

終
末
論
の
二
類
型

キ

リ
ス
ト
論
の
視
点

初
期
ア

ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
人
間
学

L
u
m
e
n
　
C
h
r
i
s
t
i

ル
タ
ー
ρ
b
亘
ユ
o
q
オ
〇
一
［
．
．
に
関
す
る
一
考
察

ル
タ
ー
に
お
け
る
信
仰
と
礼
典

バ
ル
ト
『
ロ
ー
マ
人
へ
の
手
紙
』
に
お
け
る
神
認
識

　
　
　
第
二
号
目
次

オ
リ
ゲ
ネ
ス
の
「
キ
リ
ス
ト
教
理
解
」

ゲ
ッ

セ

マ
ネ

神
学
に
お
け
る
言
葉
の
問
題

ア

ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
お
け
る

　
　
キ

リ
ス
ト
の
人
性
に
つ
い
て

ギ
リ
シ
ャ
語
旧
約
聖
書
に
お
け
る

　
　
z
a
t
6
E
t
a
に
つ
い
て

エ
ル
ン
ス

ト
・
ト
レ
ル
チ
に
お
け
る

　
　
，
，
K
o
m
p
r
o
m
i
B
“
の
e
s
念 武

藤
一
雄

森
田
雄
三
郎

金
子
晴
勇

佐
藤
吉
昭

早
乙
女
禮
子

竹
原
創
一

村
山
周
治

水
垣

渉

大
島
征
二

竹
原
創
一

小
池
三
郎

伊
藤
利
行

安
酸
敏
眞

シ

ェ

リ
ン
グ
に
於
け
る

　
　
「
世
界
経
験
」
に
つ
い
て

ル
タ
ー
に
お
け
る
「
外
」
と

　
　
r
内
」
に
つ
い
て
の
1
考
察

　
　
　
第
三
号
目
次

キ

ル
ケ
ゴ

ー
ル
研
究
の
方
法
に
つ
い
て

エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
と
聖
書

テ

ィ
リ
ッ
ヒ
の
芸
術
神
学
に
つ
い
て

絶
対
の
相
の
下
に

ル
タ
ー
の
律
法
理
解

聖
書
ヘ
ブ
ル
語
統
辞
論
の

　
　
テ
キ
ス

ト
言
語
学
的
考
察

　
　
　
第
四
号
目
次

ル
タ
ー
の
解
釈
学
は

　
　
r
実
存
論
的
解
釈
」
と
い
え
る
か

キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
の
教
会
理
解

ノ

ビ

リ
の
印
度
伝
道

テ
ン
ブ
ル
ッ

ク
の
ヴ
ェ
ー
バ
ー
解
釈
を

　
　
め
ぐ
る
論
争

森

哲
郎

片
柳
俊
子

小
川
圭
治

菊
地
栄
三

田
辺
明
子

片
柳
栄
一

宮
庄
哲
夫

勝
村
弘
也

今
井

晋

佐
藤
吉
昭

塩
谷

悟

高
野
晃
兆

　
　
　
　
　
　
　
　

一
六
〇

フ

ィ
ロ
ン
と
キ
リ
ス
ト
教
　
　
　
　
　
平
石
善
司

ル
タ
ー
の
抵
抗
権
思
想
に
お
け
る
服
従
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

早
乙
女
禮
子

創
世
記
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
語
り
の
技
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
村
弘
也

シ
．
エ
リ
ン
グ
に
於
け
る
神
話
と
世
界
　
　
森
　
哲
郎

ヘ
ク
サ
プ
ラ
断
片
の
残
存
率
に
つ
い
て
　
伊
藤
利
行

　
　
　
第
五
号
目
次

解
釈
学
的
教
義
学
の
構
成
に
つ
い
て
　
森
田
雄
三
郎

内
村
鑑
三
と
「
身
体
の
救
い
」
　
　
　
　
原
島
　
正

言
語
芸
術
作
品
と
し
て
の
旧
約
聖
書
物
語
テ
キ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
村
弘
也

エ
ル
ン
ス

ト
・
ト
レ
ル
チ
に
お
け
る

　
　
「
歴
史
の
神
学
」
の
構
想
　
　
　
　
安
酸
敏
眞

教
義
学
的
思
考
に
お
け
る
解
釈
学
的
循
環
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

掛
川
富
康

　
　
　
第
六
号
（
武
藤
一
雄
名
誉
教
授
古
希
記
念

　
　
　
特
別
号
）
目
次

神
学
的
宗
教
哲
学
に
つ
い
て
　
　
　
　
武
藤
一
雄



ア
レ

ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
フ
ィ
ロ
ン
に
お
け
る

　
　
能
動
と
受
動
の
問
題
　
　
　
　
　
　
水
垣
　
渉

奇
跡
物
語
へ
の
f
r
　
’
－
ジ
ナ
リ
ア
　
　
　
大
島
征
ニ

ア

ル
バ
ー
ト
・
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
の
聖
餐
論
へ

　
　
の
新
約
聖
書
学
的
批
判
　
　
　
　
　
田
辺
明
子

ヨ

セ
フ

ス

の
モ
－
セ
物
語
に
つ
い
て
　
　
秦
　
剛
平

エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
の
人
間
理
解
　
　
　
　
菊
地
栄
三

キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
の
『
棄
教
者
論
』
考
察
佐
藤
吉
昭

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
時
間
論
　
　
　
　
片
柳
栄
一

ル
タ
ー
に
お
け
る
「
ア
フ
ェ
ク
ト
ゥ
ス
」
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
井

晋

ル
タ
ー
と
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
　
　
　
金
子
晴
勇

神
学
的
構
造
主
義
の
問
題
　
　
　
　
森
田
雄
三
郎

M
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
「
古
代
ユ
ダ
ヤ
教
」
と

　
　
パ
ー
リ
ア
民
族
の
概
念
　
　
　
　
　
高
野
晃
兆

浄
土
系
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
救
済
論
の

　
　
一
異
に
関
す
る
考
察
　
　
　
　
　
　
原
田
博
充

日
本
の
伝
統
的
宗
教
的
心
情
と
キ
リ
ス
ト
教

　
　
と
の
関
連
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
名
木
田
薫

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ケ
ア
リ
の
伝
道
に
対
す
る
貢
献

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩
谷

悟

神
概
念
の
転
換
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
川
圭
治

　
　
　
第
七
号
目
次

ル
タ
ー
と
神
学
的
決
定
論
　
　
　
　
　
金
子
晴
勇

Im
a
g
o
　
D
e
i
と
し
て
の
精
神
の
自
覚
の

　
　
三
一
的
構
造
　
　
　
　
　
　
　
　
片
柳
栄
一

脚
下
照
顧

　
m
藤
l
雄

M
’
ヴ
ェ
ー
バ
ー
「
古
代
ユ
ダ
ヤ
教
」
と

　
　
カ

ス

パ
リ
の
批
判
（
一
九
二
二
D
　
高
野
晃
兆

パ
ウ
ル
・
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
と
象
徴
の
問
題
　
芦
名
定
道

　
　
　
第
八
号
目
次

キ

リ
ス
ト
教
概
念
の
成
立
（
そ
の
一
）
　
水
垣
　
渉

ア

ル
ベ
ル
ト
・
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
の

　
　
r
イ
エ
ス
神
秘
主
義
」
　
　
　
　
　
笠
井
恵
ニ

シ
ェ

リ
ン
グ
『
自
由
論
』
再
考
（
一
）
　
森
　
哲
郎

ル
タ
ー
に
お
け
る
職
業
観
の
問
題
　
　
早
乙
女
禮
子

　
　
　
第
九
号
目
次

西
田
幾
多
郎
と
キ
リ
ス
ト
教
　
　
　
　
　
小
川
圭
治

R
・
ブ
ル
ト
マ
ン
に
と
っ
て
の

　
　
イ
エ
ス
の
意
義
に
関
し
て
　
　
　
名
木
田
薫

旧
約
物
語
テ
キ

ス

ト
に
お
け
る

　
　
ヒ
ン
ネ
ー
（
見
よ
）
の
機
能

シ
ェ
リ
ン
グ
『
自
由
論
』
再
考
（
I
D

P
・
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
時
間
論

キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
お
け
る

　
　
r
自
己
の
定
義
」
に
つ
い
て

　
　
　
第
十
号
目
次

ル
タ
ー
に
お
け
る
「
体
験
」
の
問
題

　
　
ー
一
つ
の
覚
書
1

勝
村
弘
也

森

哲
郎

芦
名
定
道

山
本
思
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
井

晋

シ

ュ

タ
ウ
ピ
ッ
ツ
と
ル
タ
ー
の
神
秘
思
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
子
晴
勇

ル
タ
ー
と
カ
ー
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト
（
一
）
　
宮
庄
哲
夫

ル
タ
ー
に
お
け
る
試
練
に
つ
い
て
　
　
　
竹
原
創
一

神
学
主
義
と
宗
教
主
義
　
　
　
　
　
　
　
武
藤
一
雄

オ
リ
ゲ
ネ
ス
『
原
理
論
』
に
於
け
る

　
　
悪
の
問
題
序
論
　
　
　
　
　
　
　
久
山
道
彦

キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
『
死
に
至
る
病
』
の

　
　
r
キ
リ
ス
ト
教
的
理
解
一
　
　
　
　
信
岡
茂
浩

一六
一



　
　
　
第
＋
一
号
目
次

創
造
と
進
化
ー
創
造
に
お
け
る
無
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
田
雄
三
郎

ル
タ
ー
と
カ
ー
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト
（
1
1
）
　
宮
庄
哲
夫

神
言
表
の
可
能
性
と
そ
の
く
言
述
的
V

　
　
r
合
理
化
」
の
問
題
　
　
　
　
　
　
掛
川
富
康

ヘ
ブ
ラ
イ
ズ
ム
と
ギ
リ
シ
ャ
語
聖
書
　
　
伊
藤
利
行

エ
ラ
ス
ム
ス
の
「
敬
度
」
概
念
の
倫
理
的
基
礎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

畑

宏
枝

　
　
　
第
十
二
号
目
次

神
探
求
の
場
の
開
示
　
　
　
　
　
　
　
片
柳
栄
一

11つ
の
歴
史
的
社
会
的
イ
エ
ス
研
究
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
島
征
二

r思
い
煩
う
」
（
ル
カ
一
1
1
・
二
二
～
三
二
）

　
　
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
辺
明
子

レ
ッ

シ
ン
グ

の
神
学
思
想
－
序
説
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
酸
敏
眞

自
由
意
志
論
争
に
お
け
る
エ
ラ
ス
ム
ス
と
ル
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

畑

宏
枝

ア
ン

ト
ニ
オ
ス
の
修
道
　
　
　
　
　
　
竹
田
文
彦

　
　
　
第
十
三
号
目
次

内
村
鑑
三
に
お
け
る
「
内
と
外
」
の
論
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
島

正

キ
リ
ス
ト
教
倫
理
の
源
泉
　
　
　
　
　
名
木
田
薫

七
十
人
訳
翻
訳
史
序
説

（1）　
　
　
　

伊
藤
利
行

隠
喩
と
神
学
的
実
在
論
　
　
　
　
　
　
芦
名
定
道

ニ
ュ
ッ

サ
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
ス
の

　
　
r
鏡
に
お
け
る
神
認
識
一
の
存
否
　
土
井
健
司

オ
リ
ゲ
ネ
ス
に
お
け
る
神
の
エ
ネ
ル
ゲ
イ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
丸
太

　
　
　
第
十
四
号
目
次

キ

ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
お
け
る
〈
論
理
的
問
題
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林

忠
良

罪
の
自
覚
1
そ
の
人
間
学
的
考
察
（
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
村
公
義

モ
ル
ト
マ
ン
の
歴
史
理
解
ー
希
望
の
神
学
と

　
　
現
代
世
界
の
問
題
　
　
　
　
　
　
笠
井
恵
二

探
求
す

る
聖
霊
－
初
期
オ
リ
ゲ
ネ
ス
に
お
け
る

　
　
解
釈
的
原
理
　
　
　
　
　
　
　
　
久
山
道
彦

ニ
ュ
ッ

サ
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
ス
に
お
け
る
「
鏡
」

一
六
二

　
　
の
概
念
に

つ
い
て

　
　
　
　
　
　

土
井
健
司

ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
の
解
釈
学
－
神
理
解
の

　
　
可
能
性
と
不
可
能
性
の
問
題
を
巡
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
藤
慎
一

伊
藤
邦
幸
氏
の
逝
去
を
悼
む
　
　
　
　
　
高
野
晃
兆

　
　
　
第
十
五
号
目
次

罪
を
お
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
罪
か
ら
救
贋
で
き
る
？

　
　
ー
ユ
ダ
ヤ
教
神
秘
主
義
の
失
敗
か
ら
の

　
　
警
告
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
田
雄
三
郎

ブ
ル
ト
マ
ン
と
聖
書
　
　
　
　
　
　
笠
井
恵
ニ

ア

ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
恩
寵
論
　
　
　
　
伊
藤
邦
幸

ニ
シ
ビ

ス

の
エ
フ

ラ

イ
ム
の
解
釈
学
　
　
武
藤
慎
一

P
・
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
お
け
る
「
カ
イ
ロ
ス
」
と

　
　
認
識
の
形
而
上
学
ー
歴
史
的
相
対
主
義

　
　
の
克
服
を
巡
っ
て
1
　
　
　
　
　
今
井
尚
生

『コ
ヘ
レ
ト
の
言
葉
』
の
構
造
と
思
想

　
　－
1
人
称
表
現
の
用
法
を
め
ぐ
っ
て
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
井
由
嗣



　
　
　
第
十
六
号
（
故
武
藤
一
雄
名
誉
教
授
追
悼
号
）

　
　
　
目
次

神
・
愛
・
場
所
ー
ブ
e
－
バ
ー
か
ら
武
藤
へ
の

　
　
接
近
の
l
つ
の
試
み
1
　
　
　
　
水
垣
　
渉

ア

ル
バ
ー
ト
・
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
の
聖
餐
論
に

　
　
お
け

る
問
題
設
定
　
　
　
　
　
　
田
辺
明
子

殉
教
者
カ
ル
タ
ゴ
司
教
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
の

　
　
古
代
殉
教
観
の
軌
跡
　
　
　
　
　
佐
藤
吉
昭

古
代
教
会
に

お
け

る
キ
リ
ス
ト
教
経
済
思
想
の
形
成

　
　－
ト
レ
ル
チ
「
社
会
学
説
」
研
究
ノ
ー
ト
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
野
晃
兆

二
つ
の
恩
恵ー
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
「
謎
責
と

　
　
恩
恵
」
十
－
十
二
章
　
　
　
　
　
　
片
柳
栄
一

ル
タ
ー
の
キ
リ
ス
ト
神
秘
主
義
　
　
　
　
金
子
晴
勇

言
葉
と
経
験
ー
ル
タ
ー
と
デ
ィ
オ
ニ
シ
ウ
ス
の

　
　
か
か
わ

り
－
　
　
　
　
　
　
　
竹
原
創
一

若
き
レ
ッ
シ
ン
グ
の
宗
教
思
想
　
　
　
安
酸
敏
眞

キ

リ
ス
ト
教
の
自
然
理
解
に
つ
い
て
1
序
章
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
井

晋

神
の
愚
か
さ
と
人
間
の
賢
さ
　
　
　
森
田
雄
三
郎

キ

リ
ス
ト
教
の
終
末
論
に
お
け
る
将
来
的
な

　
　
も
の
と
現
在
的
な
も
の
　
　
　
　
　
原
田
博
充

「キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
」
に
関
す
る
若
干
の
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
木
田
薫

モ
ル
ト
マ
ン
の
聖
書
理
解
　
　
　
　
　
笠
井
恵
二

M
’
ブ
ー
バ
ー
と
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
　
　
早
乙
女
禮
子

W
i
e
　
w
i
r
d
　
m
a
n
　
s
e
i
n
e
r
　
H
i
n
g
e
b
u
r
t
　
g
q
e
w
i
B
？

　
　
－
E
i
n
e
　
U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
　
z
u
m
　
R
e
i
n
e
n

　
　
L
a
n
d
　
B
u
d
d
h
i
s
m
u
s
　
d
e
r
　
H
e
i
a
n
　
u
n
d

　
　
K
a
m
a
k
u
r
a
　
Z
e
i
t
　
　
マ
ル
テ
ィ
ン
・
レ
ッ
プ

　
　
　
第
十
七
号
目
次

ル
タ
ー
の
神
観
に
お
け
る
神
秘
的
な
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
子
晴
勇

ル
タ
ー
の
詩
篇
解
釈
に
お
け
る
語
り
手
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
原
創
一

エ
ラ
ス
ム
ス
に
お
け
る
『
反
野
蛮
人
論
』
と

　

　
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
　
　
　
畑
宏
枝

『
ペ
ル
シ
ャ

の
賢
者
』
ア
フ
ラ
ハ
ト
の
解
釈
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
藤
慎
一

テ

ィ
リ
ッ
ヒ
『
教
義
学
』
に
お
け
る
歴
史
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
井
尚
生

　
　
　
第
十
八
号
（
水
垣
渉
名
誉
教
授
退
官
記
念
号
）

　
　
　
目
次

応
報
か
、
行
為
・
帰
趨
連
関
か
？
　
　
　
勝
村
弘
也

聖
書
に
お
け
る
沈
黙
に
つ
い
て
　
　
　
　
伊
藤
利
行

生
成
の
論
理
と
存
在
の
論
理

　
　－
古
代
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
解
釈
へ
の

　
　
一
試
論
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
井
健
司

ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
に
お
け
る
神
の
下
降
と

　
　
人
間
の
上
昇
－
解
釈
学
的
観
点
か
ら
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
藤
慎
一

こ

の
世
界
へ
の
、
こ
の
世
界
か
ら
の
脱
出

　
　
ー
ハ
ン
ナ
・
ア
・
－
レ
ン
ト
の
ア
ウ
グ
ス

　
　
テ
ィ
ヌ
ス
解
釈
　
　
　
　
　
　
片
柳
栄
一

エ
ラ

ス
ム
ス

f現
世
の
軽
蔑
』
に
関
す
る
一
考
察

　
　
1
そ
の
執
筆
動
機
と
思
想
－
　
畑
　
宏
枝

ル
タ
ー
の
詩
篇
解
釈
に
お
け
る
悔
い
改
め
と
沈
黙

　
　－
第
四
編
五
節
の
「
悔
い
改
め
な
さ
い
」

　
　
（
P
s
G
）
と
「
沈
黙
し
な
さ
い
」
（
㊥
ω
出
）
の

　
　
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
ー
　
　
　
　
　
竹
原
創
一

レ
ッ

シ
ン
グ
に

お
け

る
真
理
探
求
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
酸
敏
眞

一六
一
二



一
六
四

キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
「
罪
」
理
解
ー
1
『
死
に
至
る
病
』

　
　
を
手
掛
か
り
に
　
　
　
　
　
　
　
山
本
忠
義

価
値
お
よ
び
意
味
と
宗
教
の
問
題
ー
ト
レ
ル
チ

　
　
お
よ
び
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
思
想
を
手
掛
か
り
と

　
　
し
て
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
井
尚
生

現
代
キ

リ
ス
ト
教
思
想
に
お
け
る

　
　
終
末
論
の
可
能
性
　
　
　
　
　
　
　
芦
名
定
道

明
治
キ

リ
ス
ト
教
と
朝
鮮
人
李
樹
廷
　
金
文
吉

“
H
a
j
a
t
h
o
l
o
g
i
a
”
　
a
l
s
　
d
i
e
　
w
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
l
i
c
h
e

　
　
K
o
n
z
e
p
t
i
o
n
　
T
e
t
s
u
t
a
r
o
　
A
r
i
g
a
s
　
－
　
Z
u
m

　
　
P
r
o
b
l
e
m
　
d
e
r
　
I
n
t
e
r
p
r
e
t
a
t
i
o
n
　
v
o
n
　
E
x
．
　
3
，

　
　
1
4
f
f
．
　
a
l
s
　
t
h
e
o
l
o
g
i
s
c
h
－
h
e
r
m
e
n
e
u
t
i
s
c
h
e
r

　
　
M
e
t
h
o
d
e
　
f
u
r
　
d
i
e
　
T
h
e
o
l
o
g
i
e
g
e
s
c
h
i
c
h
t
e

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

掛
川
富
康

オ
リ
ゲ
ネ
ス
『
原
理
論
』
に
お
け
る
本
性
と
被
造
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
山
道
彦

ア
フ

ラ
ハ
ト
に
お
け
る
神
の
下
降
と
人
間
の
上
昇

　
　－
解
釈
学
的
観
点
か
ら
1
　
　
武
藤
慎
一

サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ア
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
徒

迫
害
と
『
エ
デ
ッ
サ
殉
教
者
伝
集
』
　
竹
田
文
彦

『
エ
レ

ミ
ヤ
の
告
白
］
に
お
け
る

呪
い
の
言
葉
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
　
大
石
祐
一

知
恵
の
人
格
性
と
一
人
称
表
現
－
箴
言
八
章

　
　
1
1
1
節
　
r
私
は
知
恵
」
の
理
解
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
井
由
嗣

ピ
ッ
ク
宗
教
的
多
元
論
の
科
学
論
的
構
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
倉
和
一

　
　
　
第
＋
九
号
目
次

キ
リ
ス
ト
教
古
代
の
女
性
殉
教
者
再
考
（
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
吉
昭

第
一
次
ユ
ダ
ヤ
戦
争
に
見
る
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル

た

ち
と
そ
の
系
譜
　
　
　
　
　
　
　
　
秦
　
剛
平



　
　
　
京
都
大
学
基
督
教
学
会
規
約

一
、

本
会
は
京
都
大
学
基
督
教
学
会
と
称
し
、
事
務
局
を
京
都
市
左
京
区

　
　
吉
田

本
町
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
キ
リ
ス
ト
教
学
研
究
室

　
　
に

置
く
。

二
、
本
会
は
基
督
教
学
研
究
の
進
展
を
目
的
と
す
る
。

三
、
本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
以
下
の
事
業
を
行
う
。

　
　
（
1
）
研
究
発
表
会
、
講
演
会
な
ど
の
開
催

　
　
（
1
1
）
学
会
誌
『
基
督
教
学
研
究
』
の
発
行

　
　
（
三
）
内
外
の
研
究
機
関
及
び
研
究
者
と
の
相
互
交
流

　
　
（
四
）
そ
の
他
の
必
要
な
事
業

四
、
本
会
は
基
督
教
学
の
研
究
に
従
事
す
る
者
、
も
し
く
は
本
会
の
趣
旨

　
　
に
賛
同
す
る
者
を
も
っ
て
会
員
と
す
る
。
入
会
は
委
員
会
の
承
認
に

　
　
よ
る
。

五
、
本
会
の
経
費
は
、
会
費
、
寄
付
金
、
そ
の
他
の
収
入
を
も
っ
て
こ
れ

　
　
に
充
て
る
。

　
　
会
員
は
年
会
費
五
千
円
を
納
め
る
も
の
と
す
る
。
会
員
の
う
ち
年
額

　
　
一
口
五
千
円
を
二
口
以
上
納
め
る
も
の
を
維
持
会
員
と
す
る
。

六
、
本
会
の
運
営
の
た
め
に
次
の
委
員
を
置
く
。

　
　
（
1
）
代
表
者
（
一
名
）

　
　
（
二
）
委
　
員
（
若
干
名
）

　
　
（
三
）
監
　
事
（
一
名
）

　
　
代
表
者
、
委
員
、
監
事
は
会
員
の
間
か
ら
選
出
し
、
任
期
を
二
年
と

　
　
し
、
再
選
を
妨
げ
な
い
。

七
、
本
会
は
毎
年
総
会
を
開
き
、
会
計
及
び
一
般
報
告
を
行
い
、
必
要
事

　
　
項
を
協
議
す
る
。

八
、
本
規
約
は
委
員
会
の
発
議
に
基
づ
き
、
総
会
に
お
い
て
変
更
す
る
こ

　
　
と
が
で
き
る
。

　
　
（
本
規
約
は
一
九
九
八
年
一
二
月
か
ら
施
行
す
る
。
）

　
　
代
表
者
‥
小
池
三
郎

　
　
委
　
員
‥
高
野
晃
兆
、
林
　
忠
良
、
片
柳
栄
一
、
宮
庄
哲
夫
、

　
　
　
　
　

勝
村
弘
也
、
芦
名
定
道
、
武
藤
慎
一

　
　
監
　
事
‥
水
垣
　
渉

一
六
五



一
六
六

執

筆
　
者

原帆今安高
田苅井酸野
博　尚敏晃
充猛生眞兆

大
阪
府
立
工
業
高
等
専
門
学
校
名
誉
教
授

聖
学
院
大
学
教
授

西
南
学
院
大
学
文
学
部
助
教
授

関
東
学
院
女
子
短
期
大
学
助
教
授

京
都
み
ぎ
わ
キ
リ
ス
ト
教
会
牧
師

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
’
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
グ
ラ
ー
フ

川
　
桐
　
信

小
　
川
　
圭

彦治

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
神
学
部
教
授

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
後
期
課
程
在
学
中

筑
波
大
学
名
誉
教
授

関
東
学
院
学
院
長

、　　、

三
、

四
、

五
、

六
、

『基
督
教
学
研
究
』
投
稿
規
定

寄
稿
者
は
本
学
会
員
に
か
ぎ
る
。

内
容
は
未
発
表
の
学
術
論
文
で
あ
る
こ
と
。
採
否
な
ら
び
に
掲
載
の

時
期
は
、
査
読
委
員
に
よ
る
査
読
の
報
告
に
基
づ
き
、
編
集
委
員
会

が
決
定
す
る
。

寄
稿
原
稿
は
、
論
文
に
つ
い
て
は
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
四
〇
～
五

o
枚
（
注
・
図
表
な
ど
を
含
む
）
相
当
、
研
究
ノ
ー
ト
に
つ
い
て
は

三
〇
枚
相
当
と
す
る
。

寄
稿
原
稿
の
執
筆
細
目
お
よ
び
査
読
審
査
規
定
に
つ
い
て
は
、
別
途
、

原
稿
執
筆
要
綱
等
の
内
規
に
て
定
め
る
こ
と
と
す
る
。

寄
稿
原
稿
に
は
、
欧
文
タ
イ
ト
ル
、
執
筆
者
欧
文
氏
名
を
付
記
す
る

こ
と
。

原
稿
が
採
用
さ
れ
た
場
合
、
執
筆
者
に
は
抜
刷
三
〇
部
を
贈
呈
す
る
。

（本
規
定
は
二
〇
〇
〇
年
＝
一
月
一
六
日
か
ら
施
行
す
る
）



第
二
十
号
編
集
実
務
委
員
会

小

　
池
　
三
　
郎

高
　
野
　
晃
　
兆

林

忠

　
良

片
　
柳
　
栄

1

宮
　
庄
　
哲
　
夫

勝

　
村
　
弘
　
也

芦

　
名
　
定
　
道

武

　
藤
　
慎

1

二
〇
〇
〇
年
十
二
月
二
十
日
印
刷

1　1
0
0
0
年
十
二
月
三
十
日
発
行

発
行
者

発
行
人

発
売
元

印
刷
所

定
価
一
五
O
O
円
（
＋
税
）

京

都
大
学
基
督
教
学
会

京

都

市

左

京

区
吉
田
本
町

京
都
大

学

大
学

院
文
学
研
究
科

キ
リ
ス
ト
教
学
研
究
室
内

小

　
池
　
三
　
　
郎

㈱

　
一
麦
出
版
社

札
幌
市
中
央
区
南
8
条
西
2
5
丁
目
2
－
1
2

㈱

ア
イ
ワ
ー
ド

本
誌
の

御
註
文
は
、
最
寄
の
キ
リ
ス
ト
教
書
店
、

も
し
く
は
、
右
記
、
京
都
大
学
基
督
教
学
会
（
振

pm

O
1
O
三
〇
1
五
－
七
二
〇
七
）
へ
、
送
料
と

も
I
七
I
O
円
（
本
体
価
格
一
五
〇
〇
円
、
送
料

IM
O
円
）
を
添
え
て
お
申
込
み
下
さ
い
。



JOURNAL
OF

CHRISTIAN　STUDIES
KIRISUTOKYOGAKU　KENKYU

Vo1．20 December，2000

Contents

TroeltSch　und　die　SozialPhilosoPhie　des　CalviniSmus

　　－eine　Betrachtung　aber　ihren　Ztesammenhαng　mit　der　1）emoleratie－

　　　　　　　　　　　　　　　　　……Teruyoshi　Takano

Ernst　TroeltSch　und　Sebαstian　Francle……Toshimasa　Yasukata

メ4Probl¢勿飢Ti〃励’s　Z）iMension－2Wθo乃げL諺　…Naoki　Imai

Schleiermαchers　Simdenlehre　in　der　））Glaubenslehre（c

　　　　　　　　　　　　　　　　　　……Takeshi　Hokari

A　Personαliby　living 　αlone　and　the　genuine　Communion　thγozrgh

the　Medium（ヅthe　Tkonght（ザ“that　single　lndividual”in　S．
Kierfeeguard…・・………・・………・………・…………Hiromitsu　Harada

Di¢Po砂働oゆ厄e〔乏eγWVahγJteiたUber　die　aktuelle　Bedeutung

des　deutSchen．KultumProtestantdSmZts

　　　　　　　　　　　　　　　……Friedrich　Wilhelm　Graf

Eゆγessio砿加and　Paul　Tiltich’s　PhilosoPhy　of　Visual　Art

　　　　　　　　　　　　　　　　……Nobuhiko　Kawagiri

UI）¢γ　die　Objektivi髭ht 　in 　deγ　biogr・砂hiSchen　1）αrstellung

　　－von　E．　Btcsch：K．　BartkS　Lebenslauf　一………………Keiji　Ogawa

AEulogy　on　the　late　Mr．　Yu2aburo　Mon’ta…Teruyoshi　Takano

THE　SOCIETY　OF　CHRISTIAN　STUDIES

　　　　　KYOTO　UNIVERSITY

Kyoto　Japan


